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ることを目指 し、次のことが示 されていることが注 目される。すなわち、「指導計画の作成 と内容
の取扱い」において、冒頭に、「校長の方針の下に、道徳教育の推進を主に担当する教師 (以下、




























使命などを知ること」と記 されている。すなわち、自覚 とは、自らを客観的な対象 として認識す
るとともに、過去の自らの生き方の反省 と将来に向けての自らの意志がみられるとい うところに




ように整理 している。1まず、絶対価値である 「真」「善」「美」「聖」にかかわる教育 と、相対価
値である 「利」「健」にかかわる教育とに分類する。そ して、「真」にかかわる教育 とは、人文・
社会・ 自然に関する知識教育である。「善」にかかわる教育とは、道徳教育である。「美」にかか




一方、教育の営みは、教師が児童に対 して、「より善くなってほしい」とい う願いをもつ ところ
からはじまるとも言 うことができる。それ故、「善」にかかわる教育である道徳教育は、教育の中





まり、まず 「正直とは何か」について、読み物をとお して具体的な事例を挙げ児童に対 して講話
を行 う。次に、児童が善悪の判断に迷 うような立場や評価の別れる事例を示 し、そのことについ
て児童間においてお互いの意見の表明と討議をさせる。そ してそのことによって児童 自らの価値





















ても、「為さなければ為 らないから断固そのことを為す」とい うカン トの定言命令にみられるいわ





































その際、教師は、児童 とともに考え、悩み、感動を共有 していくとい う姿勢で指導に当たること
が大切である。」6まずもつて、教師と児童 との人格の触れ合 うことが前提であることが述べ られ
ている。続いて、児童が発達の段階に応 じて自己の生き方について考えを深めることの必要性を
示 している。「児童は日々の生活の中で、自分を振 り返 り、自分のよさについて考え、自立した生
活をつくろうとする。また、受け止めた自分 らしさを踏まえて、これからの自分に夢や希望をも
ち、社会的自立に向けてよりよい生き方をしようとする。そのために、道徳の時間はもとより、
毎 日の生活や学習においても、自分の 日常の姿を振 り返った り、伸ばしたい自己像や 自己目標な






































要なことは、まさに担任である教師の観察なのである。毎 日の学校での教師と児童 とのかかわ り
のなかで、教師が児童の今の様子を道徳の内容に結び付けるべく工夫を重ねることである。ただ


















師による子 どもたちの経験理解である。子どもそれぞれを取 り巻 く環境の異なりによる多様な生
活体験を知ることである。 さらには、教師自らの学校における児童の生活環境を再度確認するこ
とが求められるのである。
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